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研究成果の概要：相互評価である AHP, ANP, DEA における理論と応用の両面からの展開とそ

の融合研究を行った。一対比較行列に対する最小χ二乗法の開発，固有ベクトル法による超行

列分析の開発，多重ＤＥＡ解に対する対処などの理論的貢献とこれらの成果の多様な分野への

適用による事例研究における応用面での貢献を得ることができた。これらの研究成果は、国内

外の科学雑誌に掲載され，国際会議等で口頭発表を実施した．これらの研究活動により，国際

交流の活性化し，国内における意思決定法の研究の中心的役割を果たすことができた。 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2006 年度 900,000 0 900,000 

2007 年度 800,000 240,000 1,040,000 

2008 年度 700,000 210,000 910,000 

年度  

  年度  

総 計 2,400,000 450,000 2,850,000 

 
 
研究分野：オペレーションズ・リサーチ 
科研費の分科・細目：（分科）社会・安全システム科学 （細目）社会システム工学・安全シス

テム 
キーワード：階層化意思決定法(AHP), データ包絡分析法(DEA)，経営科学，数理計画， 

意思決定 
 
１．研究開始当初の背景 
 
限られた資源の有効活用による事業の効率

化が官民問わず，今日の最重要課題である．

事業の効率化の第１歩は業績の有効性，効率

性を評価することにある．評価実施過程での

合意形成育成が評価結果の受容性に大きな

影響を与える．そのため近年，評価対象が一

方的に評価されるだけでなく，互いに評価し

合うクロス評価を含む相互評価システムと

その分析法に関する研究が進展し ,Data 
Envelopment Analysis(DEA), Analytic 
Hierarchy Process(AHP),Analytic Network 
Process(ANP)などのオペレーションズ・リサ

ーチ(OR)の評価手法が現場で普及しつつあ

る． 
 
２．研究の目的 
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 双方向評価の対称性に対する厳密な定義

は未だないが，例えば，「甲は乙より３倍程

度良いならば乙の良さは甲のそれより 1/3 程

度である」，「人事評価で上司 A から高い評価

を得た部下 B もまた上司 A を高く評価する」

等のことである．相互評価では，このような

双方向評価での対称性の存在を無視するこ

とはできない．このような様々な双方向評価

の対称性を構造化するともに，総合評価に対

して望まれる特性を満たす一般的な最適化

モデルを AHP,ANP に対して構築する．さら

に，構築した最適化モデルから総合評価を導

出するための分析法（アルゴリズム）を開発

する． 
DEA では多くの最適化モデルが提案されて

おり,それらは双方向評価を組み込んだ最適

化モデル分析として捉えられる．提案する最

適化モデルと DEA の最適化モデルを対象に

し，最適化モデルが持つ２つの側面，主問題

と 双 対 問 題 と の 対 称 性 に 注 目 す る ．

AHP,ANP は定性的な入力情報から画一的評

価結果を与える．そのため，定性的な情報を

数値化する曖昧さから，AHP,ANP では入力

情報の摂動が評価結果にどれぐらい変動を

与えるかを調べる感度分析が必要不可欠で

ある．そこで，AHP,ANP の最適化モデル分

析の事後解析として感度分析を開発する．一

方，DEA の多くのモデルは線形計画問題で

あるために，多重な最適解の問題から逃れら

れない．本研究では，DEA での最適解全て

の情報を完全に把握する事後解析を開発す

る．主問題と双対問題との対称性を生かすこ

とで，緻密な事後解析の開発を行う． 
 
３．研究の方法 
 
理論研究、応用研究の発展ならびに理論と応

用の融合を目的としており、まずは，

AHP,ANP,DEA の各分野での既存研究サーベ

イを行い、さらに研究会での情報交換を図っ

た。次に，応用研究を進めることによって理

論の展開方向が明確になり、また理論研究が

進展すればそれを適用する応用研究の機会

が増加する効果があった。 
幹事として研究会はほぼ隔月に開催し、研

究者間での意見交換や情報交換を行うとと

もに、異分野交流、国際交流、産学交流など

のための研究講演も行った。研究費交付期間

３年間の各年度における研究会の開催数は、

2006 年度は 6 回、2007 年度は 5 回、2008 年

度には 5 回であった。 
 

４．研究成果 

 
AHP，ANP，DEA では事例報告の数の多さ

と比較して，解析方法の特徴付けや妥当性に

関する理論研究は事例報告に比較して少な

い．よくある理論研究としては，統計的手法

との組合せやデータ変換法の変更などであ

り，返って分析手順の複雑化をもたらすこと

になる．これは AHP，ANP，DEA における

解析を手順ベースで考察することによるた

めである．本研究では，相互評価に対する分

析法 AHP，ANP，DEA に対する最適化モデ

ルとして捉えなおすことにより，これらの解

析法の再構築を目指した．この目的の下，Ａ

ＨＰで従来用いられた分析法である固有ベ

クトル法と提案した最小χ自乗法は最小ノ

ルム点問題として統一的枠組みで分析可能

であることを示した．一方，ＤＥＡでは提案

した主双対モデル分析ではＤＥＡ多段階分

析で生じる複数解の問題点を解決するなど

の研究成果を得た．これらの研究成果は

EJOR, JORSJ 等国内外の学術雑誌に掲載に

至り，学会等での口頭発表を行った 
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